
11

おもな内容
青少年・成人式特集…………………………
まちづくり活動支援交付金事業の紹介……
米子市の健全化判断比率・資金不足比率…
保育所入所申込み受付を始めます…………
ピックアップ固定資産税（土地）Part２…
情報クローズアップ…………………………
幸せな社会づくりをめざして………………
くらしの情報…………………………………
みんなの健康…………………………………
施設の催し……………………………………

P２
P３
P４
P６
P７
P８
P10
P11
P16
P18

2008年（平成20年）11月　No.44

さわやかな秋晴れのなか、大きな歓声と拍手に包まれて、みんなでゴール！　

ひとりひとりが、主役。
C
チ ャ レ ン ジ ド

hallenged アクアスロン
10月13日に開催された『第２回全日本
Challenged アクアスロン皆生大会』。
全国の身体・知的・精神・その他すべての
中学生以上の障がい児・障がい者が出場。
100人を超える参加選手がゴールを目指し
ました。
競技中は、鳥取県トライアスロン協会と皆
生ライフセイビングクラブ、その他多くの
ボランティアが、選手一人ひとりに伴走し、
サポートしました。
※イラストは、大会マスコットの「アクア」



　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、

わ
い
せ
つ
な
情
報
や
暴
力
の
情

報
だ
け
で
な
く
、
青
少
年
の
非

行
を
助
長
す
る
よ
う
な
情
報
が

氾
濫
し
て
お
り
、
子
ど
も
が
こ

れ
ら
の
情
報
に
携
帯
電
話
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
、
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に

関
わ
る
犯
罪
被
害
者
の
約
85
％

が
18
歳
未
満
の
青
少
年
で
あ
り
、

被
害
に
あ
う
青
少
年
の
約
95
％

が
携
帯
電
話
か
ら
出
会
い
系
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
。

　

違
法
・
有
害
情
報
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
大
き

な
弊
害
と
な
り
ま
す
。
特
に
、

携
帯
電
話
は
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
違
法
・
有
害
な
情
報
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
家

族
な
ど
、
育
成
者
の
知
ら
な
い

間
に
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ら
の

情
報
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

有
害
サ
イ
ト
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
…

▼
各
携
帯
電
話
会
社
の
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

※
携
帯
電
話
各
社

で
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
無
料
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

▼
市
販
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
プ

ロ
バ
イ
ダ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
ト
ラ
ブ
ル
・
犯
罪
か
ら

青
少
年
を
守
た
め
に
は
・
・
・

成
人
式
の
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
20
年
11
月
１
日
現
在
、
米
子
市

に
住
所
の
あ
る
、
昭
和
63
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
す
。
案
内
状
は

12
月
中
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
案

内
状
が
届
か
な
い
方
、
学
生
な
ど
で
一

時
的
に
転
出
中
の
方
は
、
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

実
家
が
米
子
市
に
あ
っ
て
、
市
外
に

転
出
し
て
い
る
学
生
の
方
な
ど
、
米
子

市
に
お
住
ま
い
で
な
い
方
が
出
席
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月
４
日
以
降
に

電
話
か
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

募
集
し
て
い
ま
す
！

　
　
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ

成
人
式
式
典
を
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
、
そ

し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
で
企
画
・

運
営
・
進
行
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
成
人
式
を
新
た
な
門
出
の

思
い
出
に
し
た
い
、
や
る
気
の
あ
る
新

成
人
の
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
記
念
感
想
文

二
十
歳
の
決
意
！
あ
な
た
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。「
成
人

と
な
っ
て
」「
米
子
市
民
と
し
て
」「
私

の
青
春
」
な
ど
タ
イ
ト
ル
は
問
い
ま

せ
ん
。
新
成
人
と
し

て
感
じ
る
こ
と
や
思

う
こ
と
を
、
あ
な
た

の
感
性
で
表
現
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
字
数　

400
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
程
度

▼
応
募
締
切　

11
月
10
日
㈪
必
着

▼
応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
持

参
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
賞
者
の
方
に
は
賞
品
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
８
３
―
８
６
８
６

米
子
市
東
町
161
―
２

米
子
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
23
―
５
４
４
１
）

Ｅ
メ
ー
ル
…

　

shogaku@
yonago-city.jp

平成20年度青少年健全育成強調月間

青少年・成人式特集

フィルタリングとは…
インターネットを利用する
際、ウェブページなどを一
定の基準で評価・判別し、
選択して排除する機能など
のことで、子どもたちにふ
さわしくないサイトへのア
クセスを制限することがで
きます。
しかし、フィルタリングの
普及率は、いまだ低水準に
とどまっています。

米子市少年育成センター
　☎３５－０８５２
青少年育成米子市民会議
　☎２３－５４４１



　市内で活動する団体が、地域の課題の解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう
活動を支援する「米子市まちづくり活動支援交付金」を活用して実施する３つの事業をご紹介します。興
味のある方は参加してみてください。
　各事業の内容については、各実施団体にお問い合わせください。
■「まちづくり活動支援交付金」に対する問い合わせは協働推進課（☎２３－５３７１）まで。

◆「親の時間」ワークショップ◆
親同士がお互いに時間を均等に分けあい、お互いの気持ちや話を聞くことで、親子関係・家族関係を見つ
め直していく『親の時間』に参加してみませんか。
■講 師　小野わこ　さん（ 著書：『子育て　泣きたいときは泣いちゃおう』）
■ママクラス　　 ▼と き　15日（土）　午前９時30分～正午（受付９時15分～）

　 　 　 　 　 　 　 　 ▼参加費　500 円

■支援者クラス　 ▼と き　15日（土）午後１時～３時30分（受付午後12時45分～）
　　　　　　　　　　　　　16日（日）午前９時30分～正午（受付９時15分～）

　 　 　 　 　 　 　 　 ▼参加費　2,500円

■会 場　鳥取県立武道館（２階研修室）

■定 員　各コース 20人
■申込・問い合わせ　子育て情報ステーションＣＨＵＣＨＵ　土

つ ち や ま

山さん　（☎０９０－５７００－０９３１）

◆第２回「米子えーとこ発見フェスタ」◆
寺町周辺を観光資源とした地域の活性化をはかるために、シンポジウムを開催し
ます。一緒に、米子市のブランド力を高めてみませんか。
■と き　23日（日）　午前10時～午後12時30分（開場９時30分）
■ところ　米子市文化ホール（イベントホール）
■テーマ　「米子市のブランド力を高めるには」
■講 演　コーディネータ・インタビュアー　同志社大学政策学部教授　井

い

口
ぐ ち

　貢
みつぐ

さん
■対 談　鳥取県西部総合事務所長　上

う わ ば

場重
し げ と し

俊さん
　　　　　米子市中心市街地活性化協議会タウンマネージャー　杉

す ぎ た に

谷第
だ い し ろ う

士郎さん
　　　　　仏教会　普平山妙興寺院首　酒

さ か

井
い

教
きょうにん

仁さん

■寺町検定クイズ・ビデオ上映　「米子城と寺町周辺」
■問い合わせ　旧加茂川・寺町周辺のまちづくりを進める会（☎０９０－４８０１－９７０１）

◆福生東校区大凧揚げ大会◆
福生東校区の子どもたちと大人が共同で大凧（７m× ８m ＝約34畳）１基と子凧 （1.8m×1.8m ＝約２畳）
７基を製作しました。広い青空の下で皆さんも一緒に凧揚げに挑戦してみませんか。
どなたでも参加できます。参加無料です。自分の凧をあげたい人は凧を、大凧揚げに参加
される方は手袋を持参して下さい。
■と き　30日（日）午後１時～４時（前半は子凧揚げ、後半は大凧揚げを予定）
※大凧を揚げる時間は子凧を揚げることができません
■ところ　日野川運動公園  （日野川野球場 A・B・C・D・E の５面）
■問い合わせ　福生東大凧同好会　星

ほ し の

野さん（☎３２－５０７７） 



　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（「
財

政
健
全
化
法
」）
が
平
成
20
年

４
月
か
ら
一
部
施
行
さ
れ
、
こ

の
法
律
に
よ
り
地
方
公
共
団
体

は
毎
年
度
、
実
質
的
な
赤
字
や

外
郭
団
体
を
含
め
た
実
質
的
な

将
来
負
担
等
を
表
す
指
標
（「
健

全
化
判
断
比
率
」）
と
、
公
営
企

健全化判断比率 　（単位：％）

指標 米子市
の数値 評価

実質赤字比率 －

連結実質赤字比率 1.27

実質公債費比率 19.9

将来負担比率 229.9

資金不足比率　　（単位：％）

指標 米子市
の数値 評価

水道事業会計 －

工業用水道事業会計 －

下水道事業特別会計 17.9

農業集落排水事業
特別会計

－

流通業務団地
整備事業特別会計

44.5

業
ご
と
の
資
金
不
足
額
を
表
す

指
標
（「
資
金
不
足
比
率
」）
を

議
会
に
報
告
し
、
公
表
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

は
、
早
期
健
全
化
基
準
・
財
政

再
生
基
準
を
す
べ
て
下
回
っ
て

お
り
、
財
政
健
全
化
法
上
は
、

米
子
市
の
財
政
状
況
は
健
全
段

階
で
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
は
、
流
通
業
務

団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
に
お

い
て
経
営
健
全
化
基
準
を
上

回
っ
て
お
り
、
今
後
、
経
営
健

全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健全団体 早期健全
化団体

財政再生
団体

11.81未満 11.81以上 20.00以上

16.81未満 16.81以上 40.00以上

25.0未満 25.0以上 35.0以上

350.0未満 350.0以上 －

健全団体 経営健全
化団体

20.0未満 20.0以上

注）実質赤字比率は、実質赤字額が発生していないため、比率を「－」で表示しています。
　　資金不足額が発生していない会計については、資金不足比率を「－」で表示しています。



健
全
化
判
断
比
率
っ
て

何
で
す
か
？

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、
財
政

状
況
が
悪
化
し
て
い
る
自
治
体

が
、
早
い
段
階
で
健
全
化
に
向

け
た
取
組
み
を
行
な
う
よ
う

に
、
自
治
体
全
体
の
財
政
健
全

度
を
示
す
指
標
と
し
て
国
が
法

律
で
定
め
た
も
の
で
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

の
、
４
つ
の
指
標
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
早
期
健
全
化
基
準
と

財
政
再
生
基
準
と
い
う
２
つ

の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。（
将
来
負
担
比
率
に
つ
い

て
は
、
財
政
再
生
基
準
は
あ
り

ま
せ
ん
。）　

早
期
健
全
化
基
準

は
、
い
わ
ば
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
４

つ
の
指
標
の
う
ち
、
１
つ
で
も

こ
の
基
準
以
上
と
な
っ
た
市
町

村
は
、「
早
期
健
全
化
団
体
」
と

な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
て
自
主
的
に
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

財
政
再
生
基
準
は
、
い
わ
ば

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
す
。
将
来
負
担
比
率
を

除
く
３
つ
の
指
標
の
う
ち
、
１

つ
で
も
こ
の
基
準
以
上
と
な
っ

た
市
町
村
は
、「
財
政
再
生
団

体
」
と
な
り
、
財
政
再
生
計
画

を
策
定
し
て
、
国
の
監
督
の
下

で
財
政
再
建
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

資
金
不
足
比
率
っ
て

何
で
す
か
？

　

資
金
不
足
比
率
は
、
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
公
営
企
業

会
計
が
、
早
い
段
階
で
経
営
改

善
に
向
け
た
取
組
み
を
行
な
う

よ
う
に
、
公
営
企
業
会
計
の
健

全
度
を
測
る
指
標
と
し
て
国
が

法
律
で
定
め
た
も
の
で
す
。

財政用語の解説

▼実質赤字比率
一般会計等を対象とした
実質赤字の標準財政規模
に対する割合です。

▼連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質
赤字の標準財政規模に対
する割合です。

▼実質公債費比率
地方債の元利償還金等の
うち、一般会計等が負担
した額の標準財政規模に
対する割合です。

▼将来負担比率
地方債の残高を始めとす
る、一般会計等が将来負
担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する割
合です。

▼資金不足比率
公営企業会計の資金不足
額の事業規模に対する割
合です。

▼標準財政規模
自治体が通常の行政サー
ビスを提供するために必
要な一般財源をどの程度
もっているのかを表す指
標で、普通交付税と地方
税が主なものです。

　

経
営
健
全
化
基
準
は
、
い
わ

ば
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
す
。
こ
の
基
準
以

上
と
な
っ
た
市
町
村
は
、「
経

営
健
全
化
団
体
」
と
な
り
、
経

営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て
経

営
改
善
を
目
指
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足

比
率
の
算
定
方
法
は
、
米
子
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
米
子
市
の

財
政
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.yonago-city.

jp/sound_finances.htm

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
（
☎
23
―
５
３
２
２
）



　

固
定
資
産
税
は
課
税
標
準
額
に
税
率
を

か
け
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
課
税
標
準

額
の
元
と
な
る
の
が
評
価
額
で
す
。
土
地

の
評
価
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
評
価

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
が
、
評
価
に
は
土

地
の
位
置
や
形
を
把
握
す
る
た
め
の
図
面

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
図
面
が
、「
米
子
市
地
図
情
報
土
地
評

価
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
使
っ
て
き
た
「
公
図
」
か
ら
新
た
に
整

備
さ
れ
た「
地
番
現
況
図
」に
替
わ
り
ま
す
。

　
　「
公
図
」
っ
て
何
？

　

も
と
も
と
、
土
地
の
台
帳
と
公
図
は
、

明
治
の
時
代
に
税
を
徴
収
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
現
在
の
よ
う

に
登
記
の
目
的
に
お
い
て
も
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

公
図
は
昭
和
25
年
以
降
、税
務
署
に
代
わ
っ

て
法
務
局
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
法

務
局
に
お
い
て
土
地
台
帳
の
付
属
地
図
と

し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

旧
土
地
台
帳
法
の
廃
止
に
よ
り
、
法
的

な
根
拠
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

不
動
産
登
記
法
に
よ
る
新
し
い
地
図
が
整

備
さ
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
地
図
に
準
ず
る

図
面
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
あ
る
公
図
は
、
今
か
ら
100
年
も
前

の
測
量
を
元
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
か
ら
、
距
離
や
角
度
、
面
積
な
ど
に
お

い
て
、
精
度
が
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
筆
の
位
置
な
ど
は
比

較
的
正
確
な
の
で
、
場
所

を
確
認
す
る
「
唯
一
の
資

料
」
と
し
て
、
実
際
に

は
と
て
も
大
事
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
図
面
で
す
。

　
　「
地
番
現
況
図
」
っ
て
何
？

　
「
公
図
」
は
、
貴
重
な
資
料
で
は
あ
り
ま

す
が
、
距
離
や
角
度
、
面
積
な
ど
の
面
で

は
精
度
が
低
く
、
現
在
の
土
地
形
状
と
相

違
す
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
評
価
に

お
い
て
使
用
す
る
に
は
必
ず
し
も
最
適
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
よ
り
現
況

を
反
映
し
て
整
備
さ
れ
た
「
地
番
現
況

図
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。（
た
だ
し
、

評
価
額
を
求
め
る
場
合
に
用
い
る
地
積

（
土
地
の
面
積
）
は
、
あ
く
ま
で
登
記
簿

上
の
地
積
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。）

　
「
地
番
現
況
図
」
と
は
、
法
務
局
に
あ

る
「
公
図
」
と
「
航
空
写
真
」
を
重
ね

合
わ
せ
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
」

（
文
字
や
数
字
、
画
像
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
地
図
と
結
び
つ
け
る
こ
と

で
、
情
報
の
統
合
や
分
析
を
可
能
と
し
、

そ
の
情
報
を
分
か
り
や

す
く
地
図
で
表
現
す
る

仕
組
み
の
こ
と
で
す
。）

で
活
用
で
き
る
よ
う
に

デ
ー
タ
化
し
た
「
デ
ジ

タ
ル
図
面
」
の
こ
と
で

す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
図
面
は
、
あ
く
ま
で

も
固
定
資
産
税
の
評
価
に
使
用
す
る
た

め
の
も
の
で
、
司
法
上
の
権
利
関
係
を

表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
土
地

の
境
界
確
定
な
ど
の
用
途
に
は
使
え
ま

せ
ん
。）

　

こ
の「
地
番
現
況
図
」の
導
入
に
よ
り
、

土
地
の
評
価
額
等
に
影
響
が
出
て
く
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
お
汲
み

取
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
米
子
市
地
図
情
報
土
地
評
価
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
る
評
価
事
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

と き と こ ろ
18日（火）江府町防災・情報センター（江府町江尾）
19日（水）米子コンベンションセンター（末広町）
21日（金）境港市文化ホール（境港市中野町）
25日（火）保健福祉センターなわ（大山町御来屋）
26日（水）日南町総合文化センター（日南町霞）

※時間はいずれも、午後１時30分～３時30分です。

会社や法人など源泉徴収義務者の方を対象とした、平成 20
年分の「年末調整説明会」を 11月に開催します。都合の
良い開催日にご来場ください。
また、駐車場の台数に限りがありますので、できるだけ公
共交通機関を利用ください。
■問い合わせ　米子税務署（☎３２－４１２１）



～お申込みは 11月１日から～
■対象児童　保護者が仕事、病気、出産、看護などのため、日中、家庭で保育ができない児童 ｡
※家庭で保護者以外の方が保育できるときは除きます。

■受付期間・場所　１日（土）～ 29日（土）の開所時間内に、入所希望保育所で受け付けます。
※なお、米子市外の保育所に入所を希望される場合は、児童家庭課に申し出てください。

※入所申込用紙は、１日（土）から各保育所、市役所児童家庭課（本庁舎１階）、淀江支所
　市民生活課でお渡しします。（ただし、土曜日は各保育所のみです。）
※申込みに必要な提出書類など、くわしくは入所申込用紙をお渡しするときにご説明します。

■保育所名・所在地・対象年齢等（定員については継続児を含む）

保育所名 所在地 電話番号
定員
（人）

対象年齢
空欄の園は生後１年以上から
小学校就学前まで

特別保育等
実 施 状 況
休日
保育

一時
保育

延長
保育

米
子
市
立

東 保 育 園 博労町 3-41 ２２－５６９５ 120 ○
西 保 育 園 錦町 3-92-7 ２２－５６９３ 120 ２歳から ○
南 保 育 園 陽田町 45 ２２－５６９７ 80 ○
す み れ 保 育 園 愛宕町 15-1 ２２－５６９１ 45
さ く ら 保 育 園 兼久 606-3 ２６－２６９２ 120 生後６週間から ○
彦 名 保 育 園 彦名町 4500-36 ２９－０８３５ 90
崎 津 保 育 園 大崎 1444 ２８－８３８１ 90
小 鳩 保 育 園 大篠津町 758-1 ２８－８２１０ 90 ○
富 益 保 育 園 富益町 628 ２８－８２２８ 90
夜 見 保 育 園 夜見町 1679-8 ２９－０９２７ 90
春 日 保 育 園 上新印 238 ２７－０８５０ 45
こ た か 保 育 園 尾高 566 ２７－１０２０ 60
あ が た 保 育 園 福万 363-4 ２７－１８８６ 90
ね む の 木 保 育 園 錦町 3-77 ３４－２６９５ 60 生後６週間から２歳未満まで ○
淀 江 保 育 園 淀江町淀江 480-3 ５６－３６７８ 90
大 和 保 育 園 淀江町中間 586-2 ５６－２２０３ 120 生後３か月から
宇 田 川 保 育 園 淀江町中西尾 224-2 ５６－２０８７ 45

私

立

米 子 聖 園 マ リ ア 園 東倉吉町 142 ３４－３０５４ 190 ○ ○
仁 慈 保 幼 園 東町 456 ３４－３２６７ 120 生後６週間から ○ ○
わ か ば 園 加茂町 2-211 ２２－３７７４ 110 生後６週間から ○
か い け わ か ば 園 皆生温泉 2-8-47 ２２－３７７６ 110 生後６週間から ○
ゆ り か ご 保 育 園 皆生 6-4-21 ３３－２３６８ 35 生後６週間から３歳未満まで ○
あ ゆ み 保 育 園 両三柳 2406-3 ３３－８６１６ 60 生後６週間から４歳未満まで ○
保 育 園 ベ ア ー ズ 榎原 1889-6 ３９－７１００ 120 生後６週間から ○ ○ ○
の ぞ み 保 育 園 和田町 2002-1 ２５－１９１０ 20 生後６週間から３歳未満まで
い づ み 保 育 園 中島 1-10-55 ３３－８９８５ 120 生後６週間から ○
キッズタウン 24 かみごとう 両三柳 1400 ３０－０１１１ 120 ２歳から ○ ○ ○
キッズタウン 24 第 2 保育園 両三柳 1400 ３０－０１１１ 45 生後６週間から２歳未満まで ○
ひ ば り 保 育 園 上福原 5-13-78 ３３－６１６６ 90 生後６週間から ○ ○
え ん ぜ る 保 育 園 米原 1-9-32 ３３－１５７７ 30 生後６週間から３歳未満まで ○ ○

米
子
福
祉
会
立

巌 保 育 園 蚊屋 291-11 ２７－０８０６ 60 ○
五 千 石 保 育 園 八幡 715-1 ２６－０１３０ 90 ○ ○
福 生 保 育 園 上福原 2-2-1 ３３－５７０７ 120 生後６週間から ○
河 崎 保 育 園 河崎 394-3 ２９－４６３３ 120 生後６週間から ○
和 田 保 育 園 和田町 3271-6 ２８－８３１９ 60 ○
福 米 保 育 園 西福原 8-2-10 ３３－１６０４ 120 ○
成 実 保 育 園 石井 95-3 ２６－１８５５ 60 ○ ○
加 茂 保 育 園 両三柳 4612 ２９－４３２９ 120 ○
住 吉 保 育 園 旗ヶ崎 5-18-10 ２９－２９４７ 120 ○
車 尾 保 育 園 車尾南 1-13-13 ３２－２４５４ 90 ○

▼入所申込書は、児童１人につき１つの保育所にしか提出できませんので、第１希望の保育所に提出してください。

▼定員に満たない保育所では、受付期間後でも引き続き受け付けいたします。

▼くわしくは、各保育所か児童家庭課 (☎２３－５１７７)にお問い合わせください。

休日保育の実施施
設が増えました！
これまで、仁慈保幼園
（東町）とキッズタウ
ン24かみごとう（両三
柳）の２施設で実施し
ていましたが、10月
から新たに、保育園
ベアーズ（榎原）が
休日保育を実施して
います。



男女共同参画をテーマにした
作品を募集します

男女の生き方について、日々の生活で感じていることや、
誰かに伝えたい想いなどを作品にしてください。
■募集内容　男女共同参画をテーマにした作品（標語、一
行詩、俳句、川柳、、絵手紙、絵画、ポスターなど）
■応募資格　どなたでも応募できます。
■応募締切　12月１日（月）
■応募方法　

▼郵送、FAX、電子メールで投稿または、市役所男女共同
参画推進課へ直接持参してください（直接持参される場合
は休日を除きます）。

▼氏名（匿名希望、ペンネームでも可）、年齢、性別を明記
してください。

▼１人何点でも応募できます。
▼応募作品は未発表の自作のものに限ります。

■その他

▼応募作品は返却いたしません。

▼作品の著作権は米子市に帰属します。

▼応募作品は、男女共同参画センター“かぷりあ”に展示
します。またその中から「米子市ごみカレンダー」、「広報
よなご」に掲載するほか、男女共同参画の普及、啓発に使
用します。
■応募・問い合わせ　683-8686　米子市東町 161-2
米子市役所男女共同参画推進課　（☎２３－５４１９、FAX
３７－３１８４、E メール danjyo@yonago-city.jp）

葬祭助成制度のお知らせ
葬儀を執り行なうことが困難な方を対象に葬儀費用の一部を助成します。助成要件にあてはまる方はどうぞご利用ください。
■助成対象者　市が指定する民間の葬祭業者（協力事業者）に依頼して、自宅、寺院、地域の集会所などで 137,000円以下
の葬儀を執り行なう方。
■助成の要件

▼葬儀を執り行なう方または亡くなられた方が市内に住所を有すること。

▼次の方すべてが住民税非課税であること。
　・亡くなられた方　・葬儀を執り行なう方　・葬儀を執り行なう方と同一世帯の方
　・葬儀を執り行なう方を扶養している方　・葬儀を執り行なう方と同一生計の方
■助成額　葬儀支払額の３分の１（100円未満切り捨て）　限度額 45,600円
■協力事業者　次の協力事業者の中から葬儀を依頼する事業者を選び、直接、事業者へ
葬儀を申し込んでください。申込みの際に、必ず、「市の葬祭助成制度を利用したい」と
事業者に伝えてください。

協力事業者名 所在地 電話番号 協力事業者名 所在地 電話番号
㈲祭典秀伊 河岡 613-4 39-3850 ㈱ピアベール 両三柳 103 39-2222

㈲水蓮社 河崎 1670-2 30-0332 ㈱ベルモニー
（平安祭典） 赤井手 888-4 27-6111

㈱葬仙 長砂町 1075 34-4444 ㈲渡部 長砂町 1107 33-4444
㈱中海葬儀社 夜見町 3081-11 22-0983

■申請方法など、くわしくは、市民課（☎２３－５１４１）にお問い合わせください。

納入通知書送付用封筒の
広告主を募集します

平成21年度に使用する封筒の広告主を募集します。
■封筒の種類　維持管理課が平成21年度墓地管理
料納入通知書発送用として使用する変型封筒（縦約
12センチ、横約24センチ）
■配布時期　平成21年４月に市営墓地管理料の納
入通知書の発送に使用します。
■作成枚数　3,500枚（墓地の使用者数によっては
すべてを使用しない場合もあります。）
■広告の場所・サイズ　封筒の裏面を４分割して
広告を掲載します。１枠縦約4.5センチ、横約８セ
ンチ
■掲載内容　上記掲載サイズにより広告主が広告
内容を作成（広告原稿は21年１月10日までに提出）
■広告掲載料　１枠あたり　20,000円
　　　　　　　（封筒作成時に一括払い）
＊広告の掲載基準等詳細は米子市ホームページに
掲載しています。
※なお、掲載に適すると認められる応募が募集し
た枠数を超える場合は抽選により決定します。
■募集期間　10日（月）～ 28日（金）
■申込・問い合わせ
維持管理課管理係（☎２３－５５２９）

助成金が交付されるまで…

死亡→

協力事業者へ葬儀を申し込む→

葬儀→

協力事業者へ葬儀代金を
全額支払う→

市へ助成金の申請をする
葬儀を終えた日から 30日以内
に申請してください。→

助成金の交付



本年８月～９月の２か月間、「東山運動公園」（東山町・車尾）と「美術館・図書館・憩の道エリア」（中町）にネーミン
グライツ（施設命名権）の公募をしていましたが、各１社いずれも地元企業の応募があり、次のとおりネーミングライツ
を実施することとしました。

　■東山運動公園
　　丸京製菓株式会社（旗ヶ崎 2002－2）

　 　 ▼愛 称　　どらやきドラマチックパーク米子
　　　　　　　　　（略称：どらドラパーク米子）

　 　 ▼命名金額　　年額 300万円（税込 315万円）

　 　 ▼契約期間　　平成20年11月1日～平成24年3月31日（３年５か月）

　■美術館・図書館・憩の道エリア
　　株式会社ハピネライフケア（錦町三丁目77）

　 　 ▼愛 称　　ハピネライフケア文化広場

　 　 ▼命名料金　　年額 250万円（税込 262万5,000円）

　 　 ▼契約期間　　平成20年11月1日～平成24年3月31日（３年５か月）

■その他

ネーミングライツの対象は、東山運動公園と美術館・図書館・憩の道エリアですので、その中にある個別施設（米子市民

球場、東山陸上競技場、米子市美術館、米子市立図書館など）の名称は変わりません。

なお、これらの愛称には所在地的な意味合いがありますので、個別施設を「どらドラパーク米子 ( 米子 ) 市民球場」、「米

子市民球場（どらドラパーク米子）」、「ハピネライフケア文化広場 米子市美術館」、「米子市美術館（ハピネライフケア文

化広場）」などと表記することもあります。

投票日に投票所へ行けない方は前もって投票することができます
選挙期日（投票日）に、用事や病気などで投票所に行くことができない方は、期日前投票制度または、不在者投票制度を利
用して投票することができます。
◆期日前投票制度とは…
投票日に、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等の用事などで投票所に行くことができない方は、投票日前
でも米子市期日前投票所で投票ができます。

▼期日前投票の手続きは…
備付けの期日前投票宣誓書に記載をするだけで、投票日と同じ方法で投票をすることができます。
入場券（はがき）が届いている場合は入場券をお持ちください。入場券がない場合でも本人確認ができれば投票ができます。
投票場所　・米子市役所本庁舎　期日前投票所　　　・米子市淀江支所　期日前投票所
受付期間　選挙の公示日 ( 告示日 ) の翌日から投票日の前日までです。土・日曜日、祝日も期日前投票ができます。
受付時間　午前８時30分から午後８時まで

◆不在者投票制度とは…

▼名簿登録地（米子市）以外の市町村の選挙管理委員会で行なう不在者投票　出張や用事のために市外に長期間滞在してい
るときには、米子市選挙管理委員会に、「不在者投票宣誓書・請求書」を記載のうえ請求すれば、折り返し投票用紙などを
郵送します。届いた投票用紙などをそのまま滞在地の選挙管理委員会に持参して、そこで投票できます。（なお、投票日ま
でに投票済みの投票用紙が米子市の選挙管理委員会に届かない場合は無効になります。）

▼病院等の指定施設で行う不在者投票　不在者投票の指定を受けている病院、老人ホーム等に入院、入所中の方は、そこで
不在者投票の受付と投票ができます。くわしくは、病院、老人ホームなどの係の方に問い合わせてください。

▼郵便等による不在者投票は「広報よなご」10月号をごらんください。

■問い合わせ　米子市選挙管理委員会 ( ☎２３- ５３４６)



　現在のような自動で昇降する踏切が無かった時代に、踏切の傍らの家に暮らし、

列車が来ると手動で遮断機や遮断幕の昇降を担い、白い旗を振って合図すること

を生業としていた母子の姿を捉えた作品です。

　実際には多数写っていた人物も母子二人に絞り込み、縦長に強調された人物の

垂直方向と、遮断棒による水平方向の動きという、シンプルかつ堅固な画面構成

がなされた構図は、繊細で哀感こもる題材をとらえた本作に、造形的な強さを与え、

後に岩佐保雄の代表作と評されるまでになりました。

　また、本作で用いられている「ブロムオイル」という技法は、銀塩白黒写真の

銀をインクに置き換える写真技法です。この技法はブラシを用いたインクの載せ

方によって最終的なイメージを調整することが出来るため、絵画的な表情を本作

に与えています。

　この作品は 12月23日（火・祝）まで開催中の常設展Ⅲ「ファミリーアルバム - 

家族の情景 - 」でご覧いただけます。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　

■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

　

　

今
年
の
８
月
に
開
催
さ
れ
た
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
北
京
五
輪
組
織

委
員
会
は
、「
五
輪
期
間
中
、
ハ
ン
セ

ン
病
等
の
特
定
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
人
の
入
国
を
禁
止
す
る
」
と
い

う
指
針
を
発
表
し
、
国
際
社
会
の
批

判
を
浴
び
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
ハ

ン
セ
ン
病
に
関
わ
る
団
体
や
、
障
が

い
者
団
体
な
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
指

針
は
、「
医
学
的
な
根
拠
が
な
く
、
ハ

ン
セ
ン
病
者
や
そ
の
回
復
者
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
を
助
長
す
る
」
と
し

て
中
国
政
府
に
入
国
禁
止
措
置
の
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
措
置
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ

た
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
は
、

中
国
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
世
界

中
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
る

感
染
症
で
す
が
、
感
染
力
が
非
常
に

弱
い
う
え
に
、
発
病
し
て
も
早
期
に

治
療
を
す
れ
ば
完
全
に
治
る
病
気
で

す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、
長
い
間

す
べ
て
の
患
者
を
療
養
所
に
入
所
さ
せ

る
隔
離
政
策
が
と
ら
れ
、
平
成
８
年
に

「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、

そ
の
基
本
方
針
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
人
々
か
ら
恐
れ
ら
れ
、「
非

常
に
感
染
し
や
す
い
」「
不
治
の
病
で
あ

る
」「
遺
伝
す
る
」
な
ど
の
誤
っ
た
認
識

を
持
つ
人
が
今
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
日
本
で
は
、
15
の
療
養
所
に

約
２
８
０
０
人
の
人
が
入
所
し
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

自
体
は
治
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
で
あ

る
上
に
後
遺
症
に
よ
る
身
体
障
が
い
が

あ
っ
た
り
、
長
い
間
、
社
会
か
ら
隔
離

さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域

社
会
へ
の
復
帰
は
困
難
な
状
態
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
問
題
か

ら
、
病
気
に
対
す
る
知
識
不
足
や
無
理

解
に
よ
っ
て
、
差
別
や
偏
見
が
生
じ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人

権
侵
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、

一
人
ひ
と
り
が
、
病
気
や
感
染
症
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）



約
。
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
12
月
以

降
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

と

き　

25
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
34
―
２
６
４
８
）、

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

年
金
・
労
務
の
無
料
相
談
会

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
年
金
に
関
す
る
相
談
は
、「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」、「
年
金
手
帳
」
な
ど

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で

す
。
な
お
、
年
金
の
相
談
は
本
人
以
外

の
場
合
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

と

き　

７
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
庁
舎
第
１
会
議
室（
２
階
）

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
社
会
保
険
労
務

士
会
米
子
支
部　
（
☎
44
―
２
２
１
４
）

　

行
政
相
談

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
ご
相
談
を
、
行

政
相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
予
約

不
要
で
す
。

と

き　

４
日
㈫
、
25
日
㈫

　
　
　
　

12
月
２
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈪
、
12
月
10
日
㈬

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

多
重
債
務
や
ヤ
ミ
金
融
等
に
つ
い
て
弁

護
士
や
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
（
１

件
に
つ
き
30
分
）
に
応
じ
ま
す
。
要
予

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

強
化
週
間

セ
ク
ハ
ラ
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
に
、
法
務
局
と
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
が
応
じ
ま
す
。

と

き　

17
日
㈪
～
23
日
㈰

▼
月
～
金
曜
日
…

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▼
土
・
日
曜
日
…

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号　

０
５
７
０
―
０
７
０
―

８
１
０
（
全
国
共
通
）

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
（
☎
０
８
５
７
―
22
―

２
２
８
９
）

　

拉
致
問
題
の

　

早
期
解
決
を
願
う
つ
ど
い

拉
致
被
害
者
ご
家
族
の
松
本
孟
さ
ん
、

横
田
哲
也
さ
ん
、
増
元
照
明
さ
ん
を
お

招
き
し
、
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
願

う
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き　

30
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

米
子
市
民
交
流
広
場
（「
米
子
駅
前

　

サ
テ
ィ
」
４
階
）
を
廃
止
し
ま
す

平
成
15
年
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

活
動
情
報
や
作
品
の
展
示
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
自
主
的
な
活
動
の
場
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
米

子
市
民
交
流
広
場
（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ

４
階
に
設
置
）
は
、
近
年
の
利
用
率
の

低
迷
や
採
算
性
の
問
題
な
ど
の
理
由
に

よ
り
12
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　
「
2008
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
を

　

実
施
し
ま
す

こ
の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
我
が
国
の

水
産
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
“
水

産
業
の
国
勢
調
査
”
と
も
い
う
べ
き
大

切
な
調
査
で
、
農
林
水
産
省
が
市
町
村

を
通
じ
て
行
な
い
ま
す
。

漁
業
者
や
水
産
関
係
者
の
方
々
の
と
こ

ろ
へ
、
11
月
上
旬
ま
で
に
、
調
査
員
が

調
査
の
お
願
い
に
お
う
か
が
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、「
調
査
員
証
」
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
管
財
課
（
☎
23
―
５
３
３
１
）

米子市消費生活相談室
お買い物、訪問販売のトラブ
ルや架空請求など、消費生活
に関するご相談をお受けして
います。

▼相談時間
平日午前８時 30 分～午後５時

▼ところ　市役所本庁舎４階
■問い合わせ
　米子市消費生活相談室
　（☎３５ー６５６６）



　

ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

　

11
月
10
日
㈪
に
鳥
取
県
全
域
で

「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
と
は
、
買

い
物
の
と
き
に
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で
レ

ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
と
い
う
取
組
み
を

す
る
日
で
す
。

　

鳥
取
県
で
は
、
石
油
資
源
の
節
約
や

ご
み
の
減
量
化
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

削
減
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で

き
る
レ
ジ
袋
の
削
減
に
、
行
政
・
事
業

者
・
消
費
者
団
体
の
３
者
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
＆
レ
ジ
袋
の
削
減

は
、
日
常
生
活
の
中
で
身
近
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
「
環
境
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
買
い
物
に
は
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
を
習
慣
に
し
て
、
毎
日
を

「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
！
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
０
０
）

　

宝
く
じ
助
成
事
業
で
建
設
し
ま
し
た

　

福
米
東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
を
受
け
建

設
さ
れ
た
福
米
東
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
こ
の
た
び
完
成

し
ま
し
た
。

　

地
区
に
お
け
る
包
括
的
な
ま
ち
づ
く

り
組
織
（
福
米
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
）
に
よ
り
建
設
さ
れ
た

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の

自
立
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠

点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　

旅
行
の
た
め
の
韓
国
語
講
座

旅
行
に
役
立
つ
韓
国
の
言
葉
や
文
化
な

ど
の
紹
介
を
通
し
、
韓
国
へ
の
理
解
を

深
め
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と

き　

12
月
４
日
㈭
～
１
月
29
日
㈭

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時

（
全
８
回
、
原
則
と
し
て
木
曜
日
）

と
こ
ろ

市
役
所
旧
庁
舎
６
０
３
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
韓
国

に
対
し
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
（
た
だ

し
、
市
が
今
年
度
実
施
し
た
韓
国
語
講

座
の
受
講
生
は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

柳リ
ュ
ウ　

潤ユ
ン　

慶
キ
ョ
ン

募
集
人
員
　
25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料　

無
料

（
資
料
代
1,000
円
が
別
途
必
要
で
す
）

※
18
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

９
日
㈰
午
前
８
時
30
分
・
米
子
市
役
所

集
合
、
行
き
先
…
清
水
寺
（
行
程
約
12

㎞
）、
弁
当
持
参
、
運
賃
復
路
（
安
来

駅
～
米
子
駅
・
大
人
190
円
）、
解
散
予

定
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

健
康
づ
く
り
教
室

　
「
よ
な
GO
体
力
測
定
会
」

握
力
、
柔
軟
性
、
バ
ラ

ン
ス
な
ど
の
体
力
測
定

で
、
体
力
年
齢
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
、

自
宅
で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操
、
よ
な

体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も
行
な

い
ま
す
。

と

き　

19
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

明
道
公
民
館

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
下

の
方
も
参
加
可
）

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
申
込
不
要
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

非
正
規
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー

正
社
員
、
非
正
規
社
員
だ
か
ら
と
言
っ

て
、
法
律
に
は
そ
の
格
差
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
、
同
じ
労
働
者
で
す
。
自
分
た

ち
が
果
た
す
べ
く
義
務
と
は
何
か
。
権

利
と
は
何
か
を
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ
「
非
正
規
労
働
者
の
今
」

と

き　

16
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
第
１
会
議
室
（
３
階
）

受
講
料　

無
料

定

員　

30
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所

み
な
く
る
米
子
（
☎
31
―
８
７
８
５
）



　

妻
木
晩
田
遺
跡
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
む
き
ば
ん
だ
秋
の
親
子
写
生
会

と

き　

９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

申
込
期
限　

５
日
㈬
ま
で

絵
具
、
筆
、
昼
食
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
画
板
、
画
用
紙
、
絵
の
具
用
水

は
ご
用
意
し
ま
す
。

▼
妻
木
晩
田
遺
跡復

元
建
物
工
事
見
学
会

め
っ
た
に
見
る
機
会
が
な
い
弥
生
時
代

の
建
物
の
復
元
工
事
を
見
学
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と

き　

８
日
㈯
、
29
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
む
き
ば
ん
だ
冬
の
星
座
観
察
会

さ
え
わ
た
る
初
冬
の
星
空
を
観
察
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

29
日
㈯　

午
後
６
時
～
８
時

講

師　

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

教
授

　
　
　
　

齊さ
い
と
う
あ
き
の
り

藤
明
紀
さ
ん

と

き　

８
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
「
本
の
学
校
」（
新
開
二
丁
目
）

※
講
座
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

※
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
環
境
大
学
企
画
交

流
課 

☎
０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
９
・

Ｅ
メ
ー
ル
…kouryu@

kankyo-u.ac.jp

　

鳥
取
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

セ
ミ
ナ
ー

平
成
20
年
３
月
１
日
施
行
の
労
働
契
約

法
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

テ
ー
マ　
「
ご
存
知
で
す
か
『
労
働
契

約
の
ル
ー
ル
』」

と

き　

13
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

ベ
ル
ラ
イ
ト
よ
な
ご

　
　
　
　
（
西
福
原
）

参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
社
会
保
険
労
務
士
会

（
☎
０
８
５
７
―
26
―
０
８
３
５
）

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
公
開
講
座

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

目
的
と
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
よ
り
の

方
ま
で
、
楽
し
く
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
を

使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
学
び
ま
す
。

テ
ー
マ 

 

「
ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
ぶ
、
世
代
を
超
え

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」

と

き　

29
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
米
子
医
療
福
祉
専

門
学
校
（
錦
海
町
）

定

員
　
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

直
接
お
越
し
い
た
だ
く

か
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記
載
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
米

子
医
療
福
祉
専
門
学
校　

☎
35
―

３
１
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル
…yonago@

ym
cajapan.org

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

「
生
活
に
役
立
つ
情
報
技
術
」
シ
リ
ー

ズ
①
　
テ
ー
マ
　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
身
近
な
環
境
」

ひ
と
り
ひ
と
り
が
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

26
日
㈬

会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

妻
木
晩

田
遺
跡
事
務
所
（
大
山
町
妻
木
・
☎
37

―
４
０
０
０
）

　

自
衛
官

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
2
等
陸
・
海
・
空
士

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
西
福
原
三
丁
目
☎
33
―
２
４
４
０
）

か
、
米
子
市
役
所
総
務
管
財
課
（
☎
23

―
５
３
３
１
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

平成20年度（第44回）

米子人生大学
会 場　米子市文化ホール

時 間　午後２時～４時

　　　　（開場　午後1時30分）

　　　　・午後２時～３時　市長講演

　　　　・午後３時10分～　閉講式

※市長講演は公開講座です。

　直接、会場におでかけください。

■問い合わせ　生涯学習課

（☎２３－５４４４・市役所第２庁舎３階）

日程 テ ー マ

第11回
（最終回）

10日（月）

「生活充実都市・
米子の実現を目指して」

米子市長　野
の

坂
ざ か

康
や す

夫
お

閉講式

※とっとり県民カレッジ連携講座



さなめミニコンサート

「さなめラララ♪すてーじ」
■と き　６日（土）午後７時～８時

　　　　　（開場午後６時30分）

■ところ　米子市淀江文化センター　　

■出 演　アンサンブル・ヴァンヴェール

　　　　　（クラリネットアンサンブル）

■曲 目
　歌劇「魔笛」より

　おもちゃのシンフォニー　花のワルツ

■入場料
　一般 500円、小・中・高校生 300円

■定 員　130人（定員になり次第締切り）

■チケット販売　１日（土）から

■チケット取扱所
　米子市淀江文化センター・米子市公会堂・

　米子市文化ホール・米子市児童文化センター

■問い合わせ
　米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）

第３回　しゃべって未来や
心地よい私の居場所づくり

～生きがいってなに？～

▼講 師　島根大学准教授 片
か た お か

岡佳
よ し

美
み

さん

男性も女性もなにかと生きにくいこの世の中、

あなたは心地よく生活する術を持っています

か？楽しく、充実した毎日を送るためには何が

大切なのか。

家族社会学のエキスパート、片岡

佳美さんとご一緒に、「心地よい

私の居場所」をみつけましょう。

■と き
　12月６日（土）午後１時30分～３時30分

■ところ
　米子市男女共同参画センター「かぷりあ」

　第１会議室（「米子駅前サティ」４階）

■定 員　20人

　　　　　（要予約、定員になり次第締切り）

■託 児　５人まで

　　　　　（要予約、定員になり次第締切り）

※託児の申込みは　12月３日（水）までです。

■問い合わせ
　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９）

米子市ボランティア協議会20周年記念

ふれあいの里・ぼらんてぃあ祭
あなたにとって、ボランティアとは？　あなたにぴったりのボラ
ンティアが見つかるかもしれません。どなたでも参加できます。
■と き　11月９日（日）午前９時30分～午後４時
■ところ　「ふれあいの里」

◆大会議室の催し

　 ▼映画「天国はつくるもの」… 午前10時～午後12時30分

　 ▼「平井伸治鳥取県知事の講演」… 午後１時30分～２時30分
　　題目：支え合いで拓く鳥取新時代

　 ▼「アリアとピアノのひととき」… 午後３時～４時

◆１・２・４階の催し

　 ▼ボランティアグループ活動＆体験コーナー…
　午前９時30分～午後１時

点字・音訳・要約筆記・音声パソコン・水彩色鉛筆画・エプロン
作り・人形劇・歌・おもちゃで遊ぶ・健康 ･ ボランティア相談・
フリーマーケット・お抹茶席・カフェ・災害時非常食実演・豚汁・

「あなたにとってボランティアとは」書き込みコーナーなどなど

■問い合わせ
　米子市ボランティア協議会事務局（☎２３－５４５５）

第７回ゆめ講演会
米子・稲吉から日本の稲作ルーツを解き明かす

「頭に羽根飾りをつけて舟を漕ぐ人」が物語る大陸文明とのつなが
り、自然環境との調和など、古代淀江の
人々が何を思い、どんなメッセージを私
たちに残してくれたのか…。

▼講 師　国際日本文化研究センター　
　　　　　教授　安

や す

田
だ

喜
よ し の り

憲さん

▼演 題　
「舟

ふ な

乗
の

り人
びと

が残したメッセージ
～淀江から見える世界史～」

■と き　12月13日（土）午前10時～
　　　　　( 開場９時30分 )
■ところ　米子市淀江文化センター
　　　　　さなめホール
※入場は無料ですが、整理券が必要です。
■整理券取扱所
　淀江支所地域振興課、米子市淀江文化センター、淀江公民館、
　大和分館、宇田川分館
■問い合わせ　淀江支所地域振興課（☎５６－３１１２）

企画展「実りの神々を求めて」
■期 間　12月３日（水）～ 23日（火）　

■ところ　淀江歴史民俗資料館（入場無料）

■開館時間　午前９時30分～午後６時（入館は午後５時30分まで）

※12月９日、16日は休館日です。



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

富 益
住 宅 大 崎 ２ 簡易耐火

２ 階 建 2DK 14,700
～ 24,300 S57

加 茂
住 宅 両 三 柳 11R1 205 高層耐火

６ 階 建 2LDK 22,200
～ 36,700 H11

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方。
●現に住宅に困窮していることが明らかな方。
●米子市税などに滞納がない方。
●暴力団員でないこと　
■申込受付期間　４日（火）～ 12日（水）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　17日（月）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　12月１日（月）
次回の市営住宅入居者募集期間は 12月１日～９日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。上記市営住宅に比べ
収入基準が高く、月収 20万円から 60万1,000円までの世帯
が対象となります。
また、店舗（所在地：東町　27.72㎡　家賃月額33,000円）
の募集も行なっております。
特定公共賃貸住宅・店舗についてのお問い合わせは、随時
受け付けています。

『新修米子市史 第14巻資料編　映像・絵図補遺』
『映像』「ふるさと米子　刻まれた歳月」(DVD60分 )
　映像で綴る米子の歴史。先人たちの知恵、希望、思いが刻まれています。
　 ▼第１章　大むかし、第２章　大山寺、第３章　米子城と城下町、第４章　近代のあけぼの、第５章　米子市の誕生、
　　第６章　羽ばたく米子

『絵図補遺』(A４判 100ページ・カラー印刷 )　　　
　平成９年３月『新修米子市史 第12巻資料編　絵図・地図』発刊以後、　あらたに発見された貴重な絵図類を収録。
　 ▼第１章　米子城絵図、第２章　町絵図、第３章　村絵図、第４章　屋敷図

※予約申込　平成 21 年１月末日まで（予約特価 6,000 円 (税込)。２月以降は 8,400 円（税込）になります）
■問い合わせ　米子市立図書館図書納入組合（☎３２－１５５１）
■予約取扱書店　油屋書店、今井書店、杉島書店、すずや書店、ひらおか書店、米子書店

海上自衛隊舞鶴音楽隊
「ふれあいコンサート」

▼と き　30 日 ( 日 ) 午後２時（開場午後１時）

▼ところ　米子コンベンションセンター
※入場無料ですが、事前に整理券が必要です。
　自衛隊米子地域事務所にご確認ください。
■問い合わせ　自衛隊米子地域事務所（☎３３－２４４０）
自衛隊鳥取地方協力本部ホームページ（http://www.
mod.go.jp/pco/tottori/）をご覧下さい。

「第15回米子の都市景観写真展」
各賞が決まりました！

「～〇〇から観る大山～」をテーマとした都市景観写真
展にたくさんのご応募ありがとうございました。
100点の応募作品の中から、最優秀賞１点、優秀賞２点、
入選５点、佳作12点が決定しました。

▼最優秀賞　村
む ら か わ よ し ゆ き

川義行さん（米子市）

　　　　　　　　　 『風にのって』
　　　　　　撮影場所：皆生新田水貫川
　　　　　　撮影年月：平成 20 年２月

▼優秀賞　真
ま

砂
さご

昇
しょう

平
へい

さん（日吉津村）　
　　　　　『帰り道』『旅の途中』　２点
■次回予定《第16回米子の都市景観写真展》
　テーマ「人が集

つ ど

う風
け し き

景」
　…いきいきした人が集い、楽しさが伝わってくる
　　街並や風景
■予定募集期間　平成 21年４月下旬～８月中旬
■問い合わせ　都市計画課（☎２３－５２００）
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胃がん集団検診日程
月 日 ところ と き

11月25日(火) 米子市淀江支所 午前８時～９時30分

12月５日(金) 大 和 分 館 午前８時～９時30分

12月９日(火) ふ れ あ い の 里 午前８時30分～ 10時

■前日の午後９時以降は、絶食してください。
■必ず、受診券をご持参ください。

乳がん集団検診日程
日 程

11月20日(木) 11月26日(水)

12月４日(木) 12月８日(月)

▼内 容　視触診とマンモグラフィ検査

▼会 場　ふれあいの里

▼受付時間　午後１時30分～３時

■受診券を確認のうえ、健康対策課にお申込みください。

高齢者のインフルエンザ予防接種
高齢者の方を対象に、年１回のインフルエンザ予防接種を実施して
います。ただし、本人が接種を希望する場合に限ります。
予防接種を受けるためには、受診券が必要です。受診券は 10月下
旬にお送りしています。
■対象者

　 ▼ 65歳以上の方
　　（平成20年12月31日までに65歳の誕生日を迎えられる方）

　 ▼ 60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能
　　またヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する者
　　として厚生労働省令で認められた方（身体障害１級程度）
■接種期間　平成21年１月31日まで
■受け方　受診券を必ず委託医療機関に持参してください。
　　　　　（委託医療機関は受診券に記載してあります）
■負担金　市民税課税世帯の方…1,000円、
　　　　　市民税非課税世帯の方…500円、
　　　　　生活保護世帯の方…無料

お子さんの予防接種

◆結核予防接種（BCG）◆
生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子
健康手帳がないと受けられません。「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んできてください。体
温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H20年７月31日～８月11日生 11月11日（火）
H20年８月12日～８月27日生 11月27日（木）
H20年８月28日～９月11日生 12月11日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種
を受けていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H19年12月生 １回目の接種を
受けていない方
は、下記の日程
で１回目、２回
目を受けてくだ
さい。

11月５日（水）

H20.年１月生 12月10日（水）

H20.年２月生 21年１月14日（水）

H20.年３月生 11月26日（水） 21年２月10日（火）

H20.年４月生 12月24日（水） 21年３月11日（水）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。６週間以上の間隔をおいて２回飲みま
す。間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
かまいません。
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健診は受けられましたか？
各種健康診査の実施期間は、12月末までです。12月
は混み合いますので、早めの受診をおすすめします。

▼特定健診・後期高齢者健診・胃がん検診・
　肝炎ウイルス検査・大腸がん検診・子宮がん検診・
　乳がん検診

糖尿病週間公開講座

▼生活習慣の見直しでメタボを克服
　講師　富

とみ

長
なが

将
まさ

人
と

さん（富長内科眼科クリニック）

▼糖尿病治療の基本は食事～食事療法を長続きさせるこつ～
　講師　井

いのうえ

上　浩
ひろし

さん（山陰労災病院）

▼糖尿病は検査の病気～必要な検査とその意味～
　講師　山

やまもと

本　玲
れい

さん（住吉内科眼科クリニック）

▼糖尿病の薬物治療～薬の進歩とその理解～
　講師　宮

みや

本
もと

美
み

香
か

さん（山陰労災病院）

▼総合討論　
　司会：池

いけ

田
だ

　匡
ただす

さん（鳥取大学医学部保健学科）

●健診・展示コーナー
血糖・骨密度・体脂肪測定や、冊子展示などを行ないます。

▼と き　30日（日）　午後２時～４時
　（健診・展示コーナーは午後１時～４時30分）

▼ところ　「ふれあいの里」１階　大会議室
■問い合わせ
　鳥大医学部内　日本糖尿病協会鳥取県支部
　（☎・FAX　３８－６３１６）

すっきり体力アップ教室
平成20年度特定健診を受けられた方でお医者さんから
「ちょっと体重を減らしたほうがいいですよ。」「運動をし
た方がいいですね。」「糖尿の気がありますよ。」「コレス
テロールが高めですね。」と言われた方を対象にした健康
づくりの教室です。

▼と き
11月18日（火）・12月11日（木）・12月24日（水）・
１月15日（木）・２月12日（木）・３月17日（火）
※午前８時30分～午後12時30分

▼ところ　「ふれあいの里」３階

▼ 内 容　体脂肪・筋力測定、血糖・コレステロール値
の測定、運動処方、チューブ体操、調理実習、栄養相談、
医師のお話など

▼対 象
40歳～ 64歳までの方で、20年度の特定健診の結果が、

・腹囲が男性 85cm以上、女性 90cm以上または、
　BMI の数値が 25.0 以上ある
・服薬治療をしていない

方で、下記の①～③のいずれかに該当する方
①血糖値が高め
②脂質異常
③血圧が高め

▼募集人員　20人

▼申込方法　
11月10日（月）までに健康対策課までお電話で申込みく
ださい。
※健康保険の被扶養者の方もお申込みできます。
※毎週木曜日、午後１時から30分程度の運動を予定してい
ます。

生活習慣病予防教室（第５・６回）
健康づくりにお役立て下さい！

● 11月25日（火）　午後１時30分～３時
　テーマ　「脂質異常は生活習慣病のシグナルです」

　　　　　～脂質異常と動脈硬化について～
　講 師　鳥大医学部保健学科成人 ･老人看護学
　　　　　教授　池

いけ

田
だ

　匡
ただす

さん

● 12月８日（月）　午後１時30分～３時
　テーマ　「ご存知ですか？高血圧のつきあい方」
　　　　　～運動、食事・サプリと薬の関係について～
　講師　鳥大医学部薬物治療学教室
　　　　　教授　長

は

谷
せ

川
がわ

純
じゅん

一
いち

さん

■受付時間　午後１時から
■会場　｢ふれあいの里 ｣１階　大会議室
※駐車場が大変混み合いますので、自家用
車でのご来場は、なるべくご遠慮ください。



◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
エ
チ
オ
ピ
ア

王
家
物
語
・
ひ
つ
じ
座
物
語
」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
高
校
生
以
上
３
０
０
円

◆
天
体
観
測
会

　
「
カ
シ
オ
ペ
ア
座
を
み
よ
う
」

15
日
㈯
午
後
７
時
～
、
対
象
・
幼
児

～
、20
組
。
１
日
㈯
か
ら
電
話
受
付
。

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

毎
週
水
曜
日
・
午
前
10
時
30
分
か
ら

は
０
～
１
歳
半
、
11
時
10
分
か
ら
は

１
歳
以
上
対
象

◆
子
ど
も
の
本
を
楽
し
む
会

10
日
㈪
・
12
月
１
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分
、
大
人
対
象

◆
お
は
な
し
の
へ
や

９
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
、
午

後
２
時
30
分
～
３
時
10
分
、
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。対
象
・

幼
児
～

◆
大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会

19
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時
、
大
人
対
象

◆
も
く
も
く
初
心
者
の
日

26
日
㈬
、
午
前
10
時
～
正
午
、
木
の

パ
ズ
ル
作
り
。
材
料
費
450
円
、
５
日

㈬
か
ら
電
話
受
付
開
始

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

15
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
、
お

は
な
し
、
絵
本
、
手
あ
そ
び
な
ど
。

対
象
・
幼
児
～

◆
花
い
っ
ぱ
い
教
室

23
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
て
持

ち
帰
り
ま
す
。
対
象
・
小
～
中
学
生
。

８
日
㈯
か
ら
電
話
受
付
開
始

◆
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

28
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、
12

月
11
日
㈭
、
１
月
23
日
㈮
午
前
10
時

～
12
時
の
３
回
講
座
、
対
象
・
大
人

申
込
受
付
は
21
日
㈮
ま
で
。

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

24
日
㈪
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
対

象
・
小
学
５
年
生
～
大
学
生
。
定
員

20
人
。
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
０
歳
児
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
20
組
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費

100
円
。
電
話
受
付
中

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク

毎
週
日
曜
日
・
24
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分
。
屋
外
の
冒
険
遊
び

場
を
開
園
。９
日「
こ
ま
回
し
大
会
」、

16
日
「
釘
た
て
大
会
」、23
日
「
ベ
ー

ゴ
マ
大
会
」、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
受
付
、
対
象
・
幼
児
～

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業

遊
べ
る
工
作
、
昔
遊
び
や
わ
ら
べ
う

た
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を『
お

お
ぞ
ら
号
』
に
満
載
し
て
出
か
け
ま

す
。
対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど

◆
タ
ム
タ
ム
ス
ク
ー
ル

12
月
か
ら
開
講
予
定
。
く
わ
し
く

は
市
役
所
生
涯
学
習
課
（
☎
23
―

５
４
４
４
）
ま
で
。

●
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

●
開
館
日
は
、
施
設
の
使
用
申
請
が

あ
れ
ば
有
料
で
午
後
10
時
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
ギ
タ
ー
の
夕
べ

８
日
㈯
午
後
５
時
～
６
時
30
分
・
コ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら
入
り
を
眺
め

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
ギ
タ
ー
の
生

演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
会
場
：

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
観
察
ホ
ー
ル

◆
自
然
観
察
会「
落
雁
を
観
よ
う
！
」

９
日
㈰
午
後
５
時
～
６
時
・
申
込
不

要
・
参
加
自
由
。・
集
合
：
水
鳥
公

園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
手
作
り
自
然
教
室
「
フ
ェ
ザ
ー

カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
」

16
日
㈰
・
24
日
㈪
㈷
午
前
10
時
～
午

施設の催し

有
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後
３
時
・
小
学
生
以
上
対
象
先
着
20

人
・
要
予
約
。
材
料
費
100
円
・
会
場
：

水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
展
「
水
鳥
公

園
で
生
ま
れ
た
木
鳥
た
ち
Ⅳ
」

１
日
㈯
～
９
日
㈰
午
後
３
時
・
会

場
：
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
展
望
ホ
ー
ル

◆
フ
ェ
ザ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
展
「
あ
な
た

に
も
作
れ
る
！
フ
ェ
ザ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
」

１
日
㈯
～
１
月
９
日
㈮
午
後
３
時
・

会
場
：
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ス
ロ
ー
プ

◆
彦
名
・
水
鳥
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会

９
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
正
午
・
水

鳥
公
園
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
参

加
記
念
品
・
炊
き
出
し
サ
ー
ビ
ス
あ

り
。
集
合
：
粟
嶋
神
社
前
駐
車
場

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル
in
韓

国
参
加
報
告
会

30
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分
・
韓

国
で
開
催
さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

締
約
国
会
議
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
が
現
地
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

会
場
：
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

●
行
事
へ
の
ご
参
加
に
は
、
高
校
生

～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
300
円
が

必
要
で
す
。

●
開
館
時
間　

平
日
…
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分
、
土
・
日
・
祝

日
は
…
午
前
７
時
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
園
日　

毎
週
火
曜
日

米
子
水
鳥
公
園



◆
伯
耆
文
化
研
究
会
記
念
講
演
会
・
総
会

９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時
、
大

会
議
室

▼
記
念
講
演
会　

演
題
『
出
雲
か
ら

見
た
伯
耆
』、
講
師
…
藤ふ

じ
お
か
た
い
せ
つ

岡
大
拙 

さ
ん

◆
古
文
書
研
究
会

29
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
、大
会
議
室
、

「
大
山
寺
学
頭
代
智
蔵
院
円
慶
文
書
」

（
最
終
回
）、
講
師
…
南な

ん
ば波
睦む

つ
と人
さ
ん

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

▼
特
許
無
料
相
談
会

18
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
、
特
設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込

▼
特
許
情
報
相
談
会

25
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
・
特
設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込

◆
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

13
日
㈭
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30

分
、
大
会
議
室
、
要
事
前
申
込

▼
「
再
就
職
準
備
ガ
イ
ダ
ン
ス
」　

講
師
…
㈱
イ
ン
サ
イ
ト　

代
表
取
締

役　

植う
え

田だ

寿と
し

雄お

さ
ん

◆
鳥
取
大
学
医
学
図
書
館
文
化
講
演
会

「
医
療
・
健
康
情
報
提
供
の
た
め
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」

14
日
㈮
、
参
加
申
込
は
鳥
大
医
学
図

書
館
（
☎
38
―
６
４
６
２
）
ま
で
。

◆
米
子
高
専
連
携
事
業
講
演
会

22
日
㈯
午
後
２
時
・
大
会
議
室
、 

演

題
『
山
陰
と
小
泉
八
雲
』、
講
師
…

米
子
高
専
教
授　
酒さ

か

井い

康や
す
ひ
ろ宏
さ
ん

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
30
日

◆
特
別
企
画
展
「
潜
水
艦
長　

山
田 

薫
の
戦
地
記
録
」

真
珠
湾
攻
撃
に
伊
16
号
潜
水
艦
長
と
し

て
参
加
し
た
山
田
薫
の
資
料
を
展
示
。

▼
会
期　

15
日
㈯
～
12
月
28
日
㈰

▼
観
覧
料　

一
般
300（
250
）円
、高
校
・

大
学
生
200
円　

※（ 

）内
は
前
売
り
、

15
人
以
上
の
団
体
料
金
。70
歳
以
上
、

障
が
い
の
あ
る
方
（
介
護
者
１
人
含

む
）、
中
学
生
以
下
無
料

◆
民
話
の
へ
や

16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

20
分
・
２
階
「
い
ろ
り
の
間
」・
民

話
５
話
（
だ
れ
だ
ら
屁
・
み
ょ
う
が

宿
・
な
ら
梨
と
り
・
猿
の
一
丈
銭
・

大
袋
と
大
国
主
命
）

◆
第
８
回　

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

▼
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド「
な
ん
ぼ
な
ん
で
も
」

21
日
㈮
午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
、

参
加
費
500
円
（
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子

つ
き
）、
定
員
65
人
。
前
売
券
を
山
陰

歴
史
館
で
販
売
中
。
当
日
券
な
し

◆
講
座
「
第
１
回
街
道
か
ら
た
ど
る

歴
史
パ
ー
ト
２　

出
雲
街
道
本
陣
を

行
く
（
溝
口
・
根
雨
・
新
庄
）」

溝
口
・
根
雨
・
新
庄
を
バ
ス
で
め
ぐ

り
、
町
を
歩
き
、
解
説
を
聞
い
て
往

時
の
様
子
を
知
り
ま
す
。

22
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
、
講
師
…
南な

ん

波ば

睦む
つ

人と

さ
ん
（
元
溝

口
小
学
校
長
）、
参
加
費
1,500
円
（
バ

ス
代
）、
定
員
50
人
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
講
座
「
第
１
回
中
世
城
館
め
ぐ
り　

手
間
要
害
～
戦
国
時
代
尼
子
氏
の
砦
～
」

29
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時
、
講
師
…

伊い

藤と
う　

創は
じ
め
（
歴
史
館
学
芸
員
）、
参
加

費
1,000
円
（
バ
ス
代
）、
定
員
20
人

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

●
今
月
の
休
館
日

　
毎
週
火
曜
日
、
５
日
、
26
日

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
企
画
展
「
道
具
で
た
ど
る
食
の
歴
史
」

調
理
具
・
食
器
か
ら
分
か
る
食
事
の

歴
史
を
現
在
と
比
較
し
な
が
ら
展
示

し
ま
す
。
24
日
㈪
ま
で

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
、
５
日
、
26
日

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
米
子
市
美
術
館
常
設
展
Ⅲ
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ア
ル
バ
ム
―
家
族
の
情
景
―
」

所
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
家
族
を
題
材

に
制
作
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
を
展
示
。
作
品
に
込
め
ら

れ
た
家
族
へ
の
思
い
、
そ
の
暖
か
な

ま
な
ざ
し
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
会
期　

２
日
㈰
～
12
月
23
日
㈫
㈷

　
［
水
曜
日
休
館
］

▼
観
覧
料　

一
般
310（
260
）円
、高
校
・

大
学
生
150（
100
）円　

※（ 

）内
は
15

人
以
上
の
団
体
料
金
。
70
歳
以
上
、

障
が
い
の
あ
る
方
（
介
護
者
１
人
含

む
）、
米
子
市
美
術
館
後
援
会
々
員

は
無
料

▼
関
連
事
業
「
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」

15
日
㈯
、
29
日
㈯
、
12
月
13
日
㈯　

午
後
２
時
〜

◆
第
４
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ク
ー
ル
館
長

レ
ク
チ
ャ
ー
「
美
術
っ
て
お
も
し
ろ
い
！
」

23
日
㈰
㈷
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）、
美
術
館
第

５
展
示
室
、
定
員
40
人

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

◆
つ
つ
じ
読
書
会

８
日
㈯
午
後
２
時
・
特
設
文
庫
室
、

尾お
が
た形　

勇い
さ
む

ほ
か
共
編
（
講
談
社
）「
中

国
の
歴
史

（12）
日
本
に
と
っ
て
中
国
と

は
何
か
」〔
第
３
・
４
章
〕

◆
お
は
な
し
会

毎
週
木
曜
日
・
21
日
㈮
、
午
前
10
時

40
分
～
11
時
30
分
、
親
子
読
書
コ
ー

ナ
ー
、
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
・
わ
ら
べ
う
た
な
ど

有

料

広

告



新米子の文化財
後
ご

藤
と う

家
け

住
じゅう

宅
た く

　　国指定重要文化財
　後藤家は江戸時代に藩の米や鉄を扱い銀札場御目付掛も勤めた当地方有数の廻船問屋でした。湊に近い加茂
川沿に多くの主屋や倉庫、付属施設が建ち並んでいました。当時の廻船問屋建物の典型として県内では唯一の
重要文化財建造物です。

　主屋は内町通りに面し、間口 22.4メートル、奥行 18.8メート
ルの一部２階納戸付の切妻平屋建、土蔵造り、正面の大屋根は
本瓦葺きになっています。
　北側半分が商いをする土間、板の間の「表構」、一段上がって
南上手が公的な「座敷構」、正面手前が居住用の「勝手構」となっ
ており、面積の約半分を店部分が占め、加茂川沿いは直接物資
の搬出入ができるようになっています。

簡素で実務的な店部分に対し、座敷、居住区は床を一段高くして区別され、虫
むし

籠
こ

窓
ま ど

や出格子、繊細な欄
らん

間
ま

や鶯
うぐいす

張
ば

り廊下などに洗練された工夫がみられます。
　江戸時代中期の正徳 4年（1714）に建てられ、宝暦 3年（1753）に座敷構を増築し同じころに式台のある玄関
などを付設して現在の形に整えられました。一番蔵、二番蔵もこの時期の建築と考えられます。
　漆

しっ く い

喰壁の主屋や土蔵の連なる加茂川沿いの後藤家の景観は、海運の中心地であった商都米子の繁栄と活気を
伝えています。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　2007年11月2日に、私は園内で野鳥の調査中、見慣れない派手な色の昆虫を見つけました。捕ま

えてみると、オオキンカメムシという大型のカメムシでした。これ以前にも米子市内で 1 匹採集さ

れたものを見せていただいた事があり、私にとって 2 度目の出会いでした。

　オオキンカメムシは、熱帯アジアを中心に広く分布していて、日本では関東以南の照葉樹林に生

息しています。また、移動能力が高く、本州中南部の個体が越冬のため秋に暖かい太平洋岸まで移

動するという、渡り鳥のような動きをすることが知られています。特にアブラギリの実の汁を好む

そうです。

　このカメムシは大変美しい姿をしています。一見、黒色とオレンジ色の二

色の模様に見えますが、全身に蛍光ピンクの光沢があります。カメムシ類は

強烈な悪臭で天敵から身を守っているので、オオキンカメムシの派手な体色

は天敵への警告なのでしょう。しかし、皮肉なことに、私たち人間は、この

美しい姿に惹かれてしまいます。この美しい体色は、生きている間だけのも

のです。生物は生きている時にどんなに美しい姿をしていても、死んでしま

うと色あせてしまいます。このようなことからも、命の神秘やかけがえのな

さを感じます。

　今回見つかったオオキンカメムシは、暖かい地方への移動中に水鳥公園にやってきたものだと思います。この時期に、

皆さんのご近所でも、常緑樹の葉の陰にオオキンカメムシがやってきているかもしれません。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成20年11月1日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,458人 ( －45人)　男性 71,411人 ( －28人)　女性 79,047人 ( －17人)　世帯数 61,987世帯 ( ＋11世帯)

水鳥公園からのたより

オオキンカメムシ
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